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は じ め に

カ キ ノ ヘ タ ム シ ガ Stathmoþoda maszmssa MEYllICI， 
は， カ キ (DiosþY1'OS /wki TI IUNB.) 果笑に対 する害虫で
あり ， 圏内では本州、い 四国 ・ 九州、|に 生息する。 本種は本
州 中部では年に 2 世代 を経過する。 新梢に 1 �3 卵ずつ
産み付 け ら れた卵 は l 週間ほ どでふ化 し， 若齢幼虫期に
は新梢内部を加害する。 中齢~終鈴幼虫期に なると， 果
実のへタ部より 果実内に潜入 し， 果実中央部を食害する
た め， 食害 さ れた果実は腐敗 ・ 落果する (小田. 1986) 。

本種の飼育法に ついて は， 小田 (1982) に よる， カ キ
新梢を用いた飼育法が報告 さ れて いるが， 飼育個体は体
サイ ズが小さ く なり ， ま た羽化率が低いな ど， 安定 し た
累代飼育法と して は問題が多い。 ま た， カ キ の果実や新
梢を得 ら れる時期 は限 ら れて おり ， いずれも非常に 日 持
ちが悪いた め， 累代飼育の飼料と して 用 いるに は不適で‘
ある。

本稿では， 本種の飼育法と して， カ キ果実を用いた終
齢幼虫の飼育法と， カ キ茎頂培養株を用いた累代飼育法
の 2 つを紹介する。

I 供試虫の採集

飼育に 用 いる場合， 終齢幼虫あるいは成虫を採集する
のが好 ま し い。 終齢幼虫を採集するに は， 果実への加害
が見 ら れる時期 (本州中部では. 6 月 下旬� 7 月 上旬 と，
8 月 中旬�9 月 中句 の 2 回) に， 本種の被害が見 ら れる
カ キ 園にて採集するのがよい。 終齢幼虫は， ヘ タ の中央
部分に孔を穿ち， 果実内部か ら 頭部を出 している場合が
多いた め， ヘ タ ごと果実を採集するのが最も効率的であ
る。 被害果の う ち， 幼虫が潜入 して いる可能性が高いの
は， ヘ タ 部分のみが褐変 し た黄緑色の果実であり ， 燈色
や赤褐色に変色 し た果実か ら は， 多 く の幼虫は採集で き
ない。 成虫を採集する場合は， 成虫の発生時期 (本州中
部では. 5 月下旬 と 7 月 下旬の2回) に カ キ 闘にて採集
する。 日 中 は葉哀にて静止 して いるた め ， 圏内の葉を下
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か ら 覗いて成虫を確認 し， 採集すると良い。

H 野外か ら 採集 し た 幼 虫の 飼 育

野外の果実 より 採集 さ れた 4 齢な ら びに終齢幼虫を飼
育するの は， 比較的容易 で あ り ， 第一世代 で約 70%.
第二世代 で約40%の成虫が羽化する。 直径 60 mm x 高
さ 40 111m のア イ スク リ ー ム カ ッ プに キ ム ワ イ プを敷 き ，
厚 さ 5 111111 程度に薄切り し た カ キ 果実を置 く 。 そ の中に
幼虫を接種 し， ふたをする。 l 容器内に複数の幼虫を入
れると， 高率で共食いが起 こ るた め. 1 容器 あ た り に 接
種する幼虫は l 頭とする。 容器内 の果実は数 日 の う ちに
腐敗 し， 容器内に 糸状菌 な どが繁茂するた め. 5 日 に l
度ほ どの割合で， 幼虫を新 し い容器に 移 し て やるのがよ
い。 幼虫が成熟すると， 果皮や キ ム ワ イ プ， 容器上面な
どに営繭 して踊化する。 果皮や キ ム ワ イ プに営繭 し た場
合， 繭を外側か ら 見るこ と は で き な いが. 5 111111 程度の
白色の， 特徴ある脱出 口 奇形成するた め， 繭の存在は比
較的明瞭である。 婦 は外皮が弱 く ， 繭か ら 摘出 すると死
亡する場合が多いた め ， 成虫が羽化するま では， 容器内
に静置 し た 方がよい。

田 成 虫 の 交配 と 採卵

成虫の雌雄の判別法を図ー l に示す。 雄の腹端か ら は l
対の鱗毛が突出 して おり ， 雌の腹端は， 交尾器が露出 し
て�!�毛の部分がある。 成虫の交配 ・ 採卵に は， プ ラ ス チ
ッ ク容探 (直径 100 111111. 高 さ 100 mm の ア イ ス ク リ ー
ム カ ッ プ) を 用 いる。 容器に は 雌維 を 各 5 頭程度 入 れ
る。 餌は適当 な長 さ に切断 し た テ ィ ッ シ ュ ペーパーに し
み こ ま せ. 1 日 l 回以上， 容器上部 か ら つり 下 げて与え
る。 給餌のた め， 容器のふ た に あ ら か じ め穴を聞けて お

図 ー 1 雌雄成虫の尾端. 左 . 雄， 右 : 雌
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き ， 脱脂綿で封 を し て お く と よ い。 成 虫 の 餌 は ， 5%程

度 に 薄 め た 砂糖水や蜂蜜で よ い が， 市販 の 清涼飲料水

( ポ カ リ ス エ ツ ト ⑧， 大塚製薬製) を 用 い る と ， 濃度調

整が不要で あ り ， 便利 で あ る 。 野外 に お い て ， 成虫 は明

け 方 ご ろ に交尾す る と さ れて お り (小田 ・ 杉浦， 1982) ， 

室 内 で は暗期開始後 9 時間前後で配偶行動 を起 こ す (未

発表) た め ， 成虫の飼育環境 は 15 L :  9 D 前後が望 ま し

い。 産卵基質 と し て ， 容器内 に はパ ラ フ イ ン紙 を こ よ り

状 に し た も の を 投与 し て お く と ， 成虫 はパ ラ フ ィ ン紙の

ね じ れた 隙聞 に 産卵す る 。 パ ラ フ イ ン紙の こ よ り は毎 日

回収 し ， 有精卵の有無 を確認す る こ と 。 有精卵 は産卵翌

日 に鮮や か な紅色 を呈す る (無精卵 は薄い黄色) た め，

そ の識別 は容易 であ る 。 な お ， 成虫の生存期間 は ， 25'C 

で 7�10 日 ， 13'Cで 30�50 日 程度 で あ る 。

IV 茎頂培養株 を用 い た 累代飼育

本種 を卵か ら 飼育す る 場合， 前述の よ う に ， い く つ か

の重要 な 問題があ る が， 茎頂培養 に よ っ て増殖 し た無菌

株 を 飼料 と す る こ と で， そ の多 く が解決で き る ( 中 ら ，

MS培地 (Mぽおhige & S加og， 1962)

Gamborg培地 (Gamborg， 1966) 

培養 ビ ン に分注.

ふたを し てオー ト ク レープ.

株を接種す る まで常温保存.

1998) 。 茎頂培養株の 大部分 を 占 め る カ ル ス 部 分 は ， 植

物組織の分裂が活発な部分で あ り ， 新梢内部や果実中央

部 な ど， 分裂の盛ん な組織 を食害す る 本種 を 飼育す る た

め に は， 非常 に 好適 な飼料 と な り 得 る 。 飼育法 の 大 要 を

図-2 に 示す。

1 カ キ茎頂培養株の作成

茎 頂 培 養 の 培 地 に は， MS 培 地 (MURASHIGE and 

SKO∞， 1962) あ る い は GAMBORG 培 地 (GAMBORG， 1966) 

を 用 い る 。 MS 培地で培養 し た 株 は ， 白 色 の カ ル ス と 伸

長 し た 数本の小梢か ら な り ， GAMBORG 培地で培養 し た 株

は， 淡黄色 の 巨大 な カ ル ス の み か ら な る 。 飼料 と し て

は， GAMBORG 培地で生育 し た株の 方 が扱 い や す い が， 飼

料の継代がで き な い た め ， 常 に MS 培地 で 培 養 す る 株

を確保 し て お く 必要が あ る 。

培地 は ， あ ら か じ め作成 し て お い た 原液 を 蒸留水 に て

希釈 し ， 合成 オ ー キ シ ン (NAA) を l . 0 X 10-5 mol/ 1 ，  

合 成 サ イ ト カ イ ニ ン (BAP) を 2 . 0 X 1O-5 mol/ 1 加 え

る 。 こ の 水溶液 中 に 3 . 0 % の ス ク ロ ー ス を 加 え ， 0 . 1  N 

の塩酸 お よ び水酸化 ナ ト リ ウ ム を 用 い て ， pH 5 . 7 に 調

パ ラ フ ィ ン紙を こ よ り にす る .
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図 - 2 茎頂培養株 を 用 い た 飼育法
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図 - 3 昇君主水濃 度 に よ る営繭率 と 羽化率 の変化
(ANOVA， P く 0 . 05)

整す る 。 こ の水溶液 に 0 . 7%相 当 の粉末寒天 を 加 え ， か

く は ん し な が ら 沸騰 さ せ， 培 養 ピ ン (直径 20 mm， 高

さ 130 mm) に 20 m l ず つ 分注す る 。 分注後， 培養 ビ ン

は 2 重 の ア ル ミ ホ イ ル で 密 封 し ， オ ー ト ク レ ー プ
(1210C， 1 . 2 気圧， 15 分) で滅菌 す る 。

培地が完成 し た ら ， ク リ ー ン ベ ン チ 内 で新檎 を接種す

る 。 野外で採取 し た 新梢 を使用 し で も 良 い が， MS 培地

で培養 し た 株 を 入手 し ， 親株 と し て使用 し た 方が， 培養

に成功 し や す い。 新檎 を接種す る 際 に は， 葉 を 全て切 り

落 と し ， 1 cm 程度 に 切 り 分 け て 接種 す る 。 接種 し た 新

梢 は， 培 養 室 (250C， 長 日 ， 3000 1x 以 上) に て 6 週 間

以上管理 し て か ら 使用 す る 。

2 卵の接種

卵 表面の殺菌法は石井(1952) に従い， 昇家水 を 用 い

て 行 う 。 昇 宗 水 は 再 蒸 留 水 100 g に 対 し ， 塩 化 水 銀
( 11 ) と ， 同量の塩化 ナ ト リ ウ ム を 溶解 し て 作成 す る 。

昇家水に は ， 界面活性剤 と し て Tween 20 を ご く 少量添

加す る 。 卵表面の殺菌 は ， 卵が産付 さ れた パ ラ フ ィ ン紙

を， 卵 を 中 心 と し て 3�5 mm 程度 に 切 り 取 り ， そ れ を

70% エ タ ノ ー ル に 浸 し た の ち ， 直 ち に 昇家水 に 浸 し て 行

う 。 高濃度 ・ 長時間の 殺菌で， 嫡化 ・ 羽化率が有意 に 低

下す る た め ( 図 3) ， 0 . 4% の 昇家水で 3 分間殺菌す る の

が最 も 望 ま し い。 殺菌後の卵 は ， 滅菌水で 3 回洗浄 し た

後 に ， ろ 紙 な ど で よ く 水分 を取 り 除 き ， ピ ン セ ッ ト でパ

ラ フ ィ ン紙 ご と 1 卵ず つ 株上 に 接種す る 。 容器 内 の過湿

に よ っ て ， 卵のふ化率 は 極 め て 低下す る の で， 水分 を よ

く 除去 し て お く 必要 が あ る 。 こ れ ら の作業 は ， 全 て ク リ

ー ンベ ン チ 内 で行 う 。

3 幼 虫 ・ 舗の管理

ふ化 し た幼虫 は ， 直 ち に カ ル ス 内 に 潜伏 し ， カ ル ス 内

部 を摂食す る 。 老熟 し た 幼虫 は カ lレ ス の 断裂部分 に 営購

す る こ と が多 い。 ビ ン 内 は， 理論上 は 無菌状態 で あ る

が， ど う し て も 糸状菌の 繁殖 を 避 げ ら れず， 糸状菌の 繁

殖に よ っ て飼料が褐変枯死 し て し ま う 。 25"Cで飼育 し た

場合， 糸状菌の 繁殖 は 帰化後 と な る が， 他 の 温度帯で飼

育 し た場合， 踊化前 に 糸状菌が繁殖す る こ と と な り ， 幼

虫が死亡 し て し ま う た め ， 250C前後で飼育 し な け れ ば な

ら な い。 踊化 し た 後 は ， 情地上の 糸状菌 は 生存率 を低下

さ せ な い た め， 気 に す る 必要 は な い。 こ の 飼育法 に よ っ

て ， 250C長 日 で筒育 し た 場合， 全飼育期 間 は 45 日 程度

と な る 。 営繭後 14�16 日 で， 成 虫 の 羽化が見 ら れ る 。

本種 は終齢幼虫 で休眠 す る が， 4 齢 ・ 終齢期 の 短 目 で休

眠 に 入 る た め ， 長 日 での 飼育が必要 で あ る 。

4 飼育上の問題点

こ の 飼育 法 の場合， 卵 か ら の 羽 化率 は 30�60%程度

と な り ， 他の飼育法 に 比 べ て 羽化率 は 高 く な る が， 体サ

イ ズ が野外個体の 70%程度 と な っ て し ま う 。 ま た ， 飼

料の培養 に 多 く の手聞がかか る た め ， 人工飼料 な ど を使

っ た ， 一般的 な飼育法 に比べ， 効率的で は な い 。
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